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様式１ 

 
令和　　年　　月　　日 

 

（あて先） 

吉川市長 
 

 

落札候補者　○○○○○　 

 

 

配置予定技術者に係る配置不可通知書 

 

令和　　年　　月　　日付け○○第　　号により落札候補者通知のありました下記の工事に係

る配置予定技術者については、先に落札した他の工事においてすべて専任で配置され、当該工事

に配置できなくなくなり、入札参加資格を満たせなくなりました。よって当該入札について無効

の措置をとっていただくよう通知します。 

なお、下記の内容については事実と相違ないことを誓約します。 

 
記 

 

１　工事名  

２　工事場所 

３　落札候補者通知日　　令和　　年　　月　　日 

４　配置予定技術者の専任の配置不可の状況（先に落札した他の工事の状況） 

 

 

配置予定技術者は、技術資料に記載したすべての候補者の状況について記載すること。 

また、他の工事の落札候補者通知書の写しを配置予定技術者ごとに添付すること。 

 

担当者名： 

電　　話： 

E-mail　： 

 
※　この取扱いは、吉川市が施行する総合評価方式にのみ適用するものであり、それ以外の入札
では応札後の辞退はできません。 

落札候補者通知日の翌日午後５時（閉庁日は除く）までに発注者側契約担当者に通知するこ
とにより、当該入札を無効とします。ただし、落札候補者の決定通知受理が午後３時以降の場
合は、２日後の午後５時（閉庁日は除く）までとします。 
期限後の通知書は受理しません。また、落札候補者となっていない場合、この通知書は提出

できません。他の建設工事と二重に落札した場合などの全責任は落札候補者が負うものとしま
す。 
通知期限が短いため、電子メールやFAXでの仮提出も認めますが、必ず契約担当者に連絡を入

れてください。 

 配置予定技術者 

氏　名
工事名 発注機関名

落札候補者 

通知日
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様式２

○○工事

○○線／○○地内

○○円

令和○○年○○月○○日　～　令和○○年○○月○○日

○○株式会社（現場代理人：○○　○○）

○○課（監督員：○○　○○）　

※該当する方に「○」をする。

有

無

○○　○○
現場代理人等通
知書の提出時

　　年　月　日 レ 　　年　月　日 レ
現場代理人等通知書
（技術資料に記載した技術者が配置され
ているか確認）

○○　○○

現場代理人等通
知書の提出時

（変更）、その
他適宜

　　年　月　日 レ 　　年　月　日 レ
現場代理人等通知書（変更）
（ガイドラインＰ５９（２）を参照し確
認）

１．××× ○月○旬頃 　　年　月　日 レ 　　年　月　日 レ 現場確認・写真確認

２．××× ○月○旬頃 　　年　月　日 レ 　　年　月　日 レ 現場確認・写真確認

３．××× ○月○旬頃 　　年　月　日 レ 　　年　月　日 レ 現場確認・写真確認

４．×××
関係法令に違反
しているため提
案を履行しない

レ 　　年　月　日 レ
指示書による指示
（履行の対象の除外についてはガイドラ
インＰ５８を参照）

１．××× ○月○旬頃 　　年　月　日 レ 　　年　月　日 レ 現場確認・写真確認

２．××× ○月○旬頃 　　年　月　日 レ 　　年　月　日 レ 現場確認・写真確認

３．××× ○月○旬頃 　　年　月　日 レ 　　年　月　日 レ 現場確認・写真確認

４．××× ○月○旬頃 　　年　月　日 レ 　　年　月　日 レ 現場確認・写真確認

○月○旬頃 　　年　月　日 レ 　　年　月　日 レ
材料承諾書・製品カタログ・写真確認
（技術資料で提案した製品等を使用して
いるか確認）

適宜 　　年　月　日 レ 　　年　月　日 レ
登録基幹技能者証の写し
（登録基幹技能者が配置されているか現
地又は写真で確認）

適宜 　　年　月　日 レ 　　年　月　日 レ

施工計画書・現場確認・写真確認
①（該当する機械名及び使用する工種が
施工計画書の指定機械に明示され、使用
されているか確認）
②（バイオ燃料の種類及び使用する機械
（重機等）が、施工計画書の主要機械に
明記され、使用されているか確認）

工事完成時 　　年　月　日 レ 　　年　月　日 レ

①技能者情報登録（技能者の総数・ＣＣ
ＵＳ登録技能者の総数）
②就業履歴情報登録（ＣＣＵＳ就業履歴
月別カレンダー）

適宜 　　年　月　日 レ 　　年　月　日 レ

施工計画書
（技術資料で提案した施工プロセスでの
ＩＣＴ施工・３次元化等の活用が施工計
画書に反映されているか確認）

県内下請 ○月○旬頃 　　年　月　日 レ 　　年　月　日 レ 施工体制台帳

着工時
○月○旬頃

　　年　月　日 レ 　　年　月　日 レ
材料承諾書
（資材の本店（本社）や工場の所在地、
使用数量を確認）

完成時
○月○旬頃

　　年　月　日 レ 　　年　月　日 レ
納品伝票
（資材の本店（本社）や工場の所在地、
使用数量を確認）

必要に応じ、評価項目ごと又は確認日ごとにシートを作成すること

適宜評価項目を加除すること

履 行 確 認 シ ー ト
工事名

工事場所

請負代金額

工期

受注者（現場代理人）

発注課所（監督員）

本履行確認シートにより、履行確認を行う。

技術資料の内容の履行状況は、「履行」とみなす。

配置予定技術者

配置技術者の変更

新製品・新技術の活用

登録基幹技能者の配置

カーボンニュートラルの取組 

ＣＣＵＳ活用工事の実施

ＩＣＴ活用工事の実施

市内下請の選定

契約後に履行確認する項目

評価項目 予 定
現場代理人
チェック

監督員
チェック

資料（確認方法等）

○○の工夫

○○の工夫

建設資材県産品の選定 材料名

○
○
管
理
の
適
切
性
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様式３（総合評価方式特記仕様書第５条関係） 

 

令和　　年　　月　　日　 

 

（あて先） 

　吉川市長 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受注者　　○○○○○　 

 

 

技術資料の履行について 

 

下記のとおり技術資料の内容を履行したので、総合評価方式特記仕様書第５条第２項の規

定により通知します。 

 

記 

 

 

 

 

 
工 事 名 道路○○○○工事

 
工 事 場 所 吉川市○○地内

 
工 　 　 期 令和○○年○○月○○日から令和○○年○○月○○日まで

 
請負代金額 金　　○○，○○○，○○○　　円

 

履行結果
   技術資料の記載事項に対し、添付資料のとおり履行いたし 

ました。

 

添付資料  　別添のとおり
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様式４（総合評価方式特記仕様書第５条・７条関係） 

 

○○○第　　　　　　号　 

令和　　年　　月　　日　 

（あて先） 

受注者　○○○○○　様 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉川市長　〇〇〇〇　印　 

 

技術資料の確認結果について（通知） 

 

技術資料の内容を下記のとおり確認したので、総合評価方式特記仕様書第５条第３ 

項［及び第７条］の規定により通知します。 

 

※ 不履行又は虚偽記載のとき、以下の文を加える。 

 

 

　　　総合評価方式特記仕様書［第６条、第７条］の規定により、違約金として請負代金

額の○％に相当する額を請求するとともに、工事成績評定の評定点を［５点、１０点］

減じます。なお、「吉川市建設工事等の契約に係る指名停止等の措置要綱」に基づき

指名停止措置を受けることがあります。このことに不服がある場合は、この通知を受

けた日から起算して 7日（閉庁日を除く）以内に、理由を添えて、その旨を発注者に

申し出ることができます。 

 

記 

 

 

 

 
工 事 名 道路○○○○工事

 
工 事 場 所 吉川市○○地内

 
工 期 令和○○年○○月○○日から令和○○年○○月○○日まで

 
請負代金額 金　　○○，○○○，○○○　　円

 
 

確 認 結 果

添付資料等で確認した結果、履行されたことを確認。 

　　　　　　　　　　（履行されていないことを確認。） 

（提出した技術資料に虚偽の記載があることが判明。）

←虚偽記載に該当する場合は［　］内を記載し、 
　該当しない場合は削除する。

↓不履行の場合は「第６条」、虚偽記載の場合は「第７条」を選択して記載する。 
　１項目の場合は「５点」、２項目以上の場合は「１０点」を選択して記載する。
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様式５（総合評価方式特記仕様書第８条関係） 

 

令和　　年　　月　　日　 

 

（あて先） 

吉川市長 

 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受注者　　○○○○○　 

 

 

技術資料の確認結果に関する不服申出について 

 

令和　　年　　月　　日付け○○第　　号で通知のあった技術資料の確認結果について、

不服があるので下記のとおり申出ます。 

 

記 

 
 

工 事 名
 

 
工 事 場 所

 

 
工 期

 

 
請負代金額

 

 

申出内容及び

そ の 理 由
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様式６（総合評価方式特記仕様書第８条関係） 

  

○○○第　　　　　　号　 

令和　　年　　月　　日　 

  

受注者　○○○○○　様 

 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉川市長　○○○○○　印　 

 

 

不服申出に対する検討結果について（回答） 

 

令和　　年　　月　　日付けで貴社から不服申出のあった下記の工事については、貴社

の申出は正当である（正当でない）と判断しました。 

 

記 

 

 

 

 
工 事 名

 

 
工 事 場 所

 

 
工 期

 

 
請負代金額
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様式７ 

 

令和　　年　　月　　日　 

 

（あて先） 

吉川市長 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入札参加者　○○○○○　 

 

 

評価状況に関する情報提供について（依頼） 

 

下記工事の総合評価方式における評価状況について、情報提供をお願いします。 

 

記 

 

１　工 事 名： 

 

２　工 事 場 所： 

 

３　開 札 日：令和　　年　　月　　日 

 

４　落札者決定通知日：令和　　年　　月　　日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：○○○○ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話：○○○－○○○－○○○○ 
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様式８ 

 

○○○第　　　　　　号　 

令和　　年　　月　　日　 

 

入札参加者　○○○○○　様 

 

 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉川市長　○○○○○　印　 

 

 

評価状況に関する情報提供について（回答） 

 

令和　　年　　月　　日付けで依頼のありました、下記工事の総合評価方式における評

価状況について、別紙のとおり情報提供します。 

 

記 

 

１　工 事 名： 

 

２　工事場所： 

 

３　開 札 日：令和　　年　　月　　日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：○○○○担当　○○ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話：○○○－○○○－○○○○ 
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様式９（技術提案型・評価項目選択型・土木型※土木型の場合、キ（オ）、ク（ア）～（ウ）、サ（ウ）は該当しない

発注者 吉川市●●課

入札参加者 □□建設

優れている 同 点 劣っている

（ア）工事成績評定 2.0   

（イ）施工実績 1.0   

（ア）災害防止活動等の協定 1.0   

（イ）災害防止活動等の実績 1.0   

（ア）工事成績評定 2.0   

（イ）施工経験 1.0   

（ア）工程管理の適切性 5.0   

（イ）品質管理の適切性 5.0   

（ウ）安全管理の適切性 5.0   

（エ）発注者が指定した課題への対応の的確性 5.0   

（ア）技術提案 6.0   

（イ）技術提案を実現するための方法 4.0   

（ア）入札契約に関する不当な強要行為 -1.0   

（イ）総合評価の不履行 -1.0   

（ウ）カ（ア）、カ（イ）に該当しない指名停止措置 -1.0   

 （ア） 新製品・新技術の活用 1.0   

 （イ） 優秀工事表彰 1.5   

 （ウ） ＩＳＯ９００１の取得 1.0   

 （エ） 登録基幹技能者の配置 0.5   

 （オ） 労働災害防止対策 1.0   

（ア）技術者の専門技術力（ヒアリング） 3.0   

（イ）当該工事の理解度・取組姿勢（ヒアリング） 3.0   

（ウ）技術者の対応能力（ヒアリング） 3.0   

（エ）保有する資格 1.0   

（オ）優秀技術者表彰 1.0   

（カ）継続教育（ＣＰＤ）への取組 1.0   

（ア）地理的条件 2.0   

  （ア）企業の社会的貢献の実績
　　　（施設管理等への協力活動・研修）

2.0   

  （イ） 障害者雇用 1.0

  （ウ） ＣＯ２削減対策 1.0

　（エ）カーボンニュートラルの取組 0.5

　（オ）重機保有状況 2.0

  （カ）パートナーシップ構築宣言の公表 0.5   

  （キ）SDGｓへの取組 0.5   

  （ア）インターンシップ等の受入れ実績 1.0   

　（イ）誰もが働きやすい企業 1.0   

  （ウ）  CCUS活用工事の実施 1.0

　（ア）　ＩＣＴ活用工事の実施 2.0

　（ア） 市内下請の選定 1.0   

  （イ）建設資材県産品の選定 1.0   

68.5 0 0 0 0 

※　評価は、落札した企業との比較である。

受領者（会社名）

　　　（氏　名）

総合評価方式における評価項目と評価状況

工 事 名： ○○工事

工事場所： ○○地内

評 価（※）

ケ 企業の地域精通度

シ 生産性の向上

合　計

令和　　年　　月　　日

評 価 項 目 配点
入札参加者
の評価点

ア 企業の技術能力

イ 企業の社会的貢献度

ウ 配置予定技術者の技術能力

エ 定性的技術提案

オ 定量的技術提案

カ 企業倫理や信頼性等

キ 企業の技術能力

ク 配置予定技術者の技術能力

サ 担い手確保・育成に関する取組

ス その他

必
須
評
価
項
目

コ 企業の社会的貢献度
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様式９（建築型）

発注者 吉川市●●課

入札参加者 □□建設

優れている 同 点 劣っている

（ア）工事成績評定 2.0   

（イ）施工実績 1.0   

（ア）災害防止活動等の協定 1.0

（ア）工事成績評定 2.0   

（イ）施工経験 1.0   

（ア）入札契約に関する不当な強要行為 -1.0   

（イ）総合評価の不履行 -1.0   

（ウ）カ（ア）、カ（イ）に該当しない指名停止措置 -1.0   

 （イ）  優秀工事表彰 1.5   

 （ウ）  ＩＳＯ９００１の取得 1.0   

（オ）優秀技術者表彰 1.0   

 （イ） 障害者雇用 1.0   

 （ウ） ＣＯ２削減対策 1.0

 （エ）カーボンニュートラルの取組 0.5

 （カ）パートナーシップ構築宣言の公表 0.5

 （キ）SDGｓへの取組 0.5   

 （ア）インターンシップ等の受入れ実績 1.0   

（イ）誰もが働きやすい企業 1.0   

 （ア）　市内下請の選定 1.0   

14.0 0 0 0 0 

※　評価は、落札した企業との比較である。

受領者（会社名）

　　　（氏　名）

総合評価方式における評価項目と評価状況

工 事 名： ○○工事

工事場所： ○○地内

評 価（※）

イ 企業の社会的貢献度

ク 配置予定技術者の技術能力

シ その他

合　計

令和　　年　　月　　日

評 価 項 目 配点
入札参加者
の評価点

ア 企業の技術能力

ウ 配置予定技術者の技術能力

カ 企業倫理や信頼性等

キ 企業の技術能力

コ 企業の社会的貢献度

サ 担い手確保・育成に関する取組



　 

 
12 

 

様式９（設備型）

発注者 吉川市●●課

入札参加者 □□建設

優れている 同 点 劣っている

（ア）工事成績評定 2.0   

（イ）施工実績 1.0   

（ア）災害防止活動等の協定 1.0

（ア）工事成績評定 2.0   

（イ）施工経験 1.0   

（ア）入札契約に関する不当な強要行為 -1.0

（イ）総合評価の不履行 -1.0

（ウ）カ（ア）、カ（イ）に該当しない入札参加停止措置 -1.0

 （イ）  優秀工事表彰 1.5

 （ウ）  ＩＳＯ９００１の取得 1.0

（オ）優秀技術者表彰 1.0

（ア）地理的条件 2.0

 （ア）企業の社会的貢献の実績
　　　（施設管理等への協力活動・研修）

2.0

 （イ） 障害者雇用 1.0

 （ウ） ＣＯ２削減対策 1.0

 （エ）カーボンニュートラルの取組 0.5

 （カ）パートナーシップ構築宣言の公表 0.5

 （キ）SDGｓへの取組 0.5

 （ア）インターンシップ等の受入れ実績 1.0

（イ）誰もが働きやすい企業 1.0

 （ア）　市内下請の選定 1.0

18.0 0 0 0 0 

※　評価は、落札した企業との比較である。

受領者（会社名）

　　　（氏　名）

総合評価方式における評価項目と評価状況

工 事 名： ○○工事

工事場所： ○○地内

評 価（※）

イ 企業の社会的貢献度

ク 配置予定技術者の技術能力

ケ 企業の地域精通度

シ その他

合　計

令和　　年　　月　　日

評 価 項 目 配点
入札参加者
の評価点

ア 企業の技術能力

ウ 配置予定技術者の技術能力

カ 企業倫理や信頼性等

キ 企業の技術能力

コ 企業の社会的貢献度

サ 担い手確保・育成に関する取組



　 

 
13 

様式９（地域担手型）

発注者 吉川市●●課

入札参加者 □□建設

優れている 同 点 劣っている

（ア）工事成績評定 1.0   

（ア）災害防止活動等の協定 2.0

（イ）災害防止活動等の実績 2.0

（ア）入札契約に関する不当な強要行為 -1.0

（イ）総合評価の不履行 -1.0

（ウ）カ（ア）、カ（イ）に該当しない入札参加停止措置 -1.0

（ア）地理的条件 3.0

 （ア）企業の社会的貢献の実績
　　　（施設管理等への協力活動・研修）

2.0

 （オ）重機保有状況 2.0

 （カ）パートナーシップ構築宣言の公表 0.5

 （キ）SDGｓへの取組 0.5

 （ア）インターンシップ等の受入れ実績 1.0

（イ）誰もが働きやすい企業 1.0

 （ア）　市内下請の選定 1.0

13.0 0 0 0 0 

※　評価は、落札した企業との比較である。

受領者（会社名）

　　　（氏　名）

総合評価方式における評価項目と評価状況

工 事 名： ○○工事

工事場所： ○○地内

評 価（※）

ア 企業の技術能力

ケ 企業の地域精通度

シ その他

合　計

令和　　年　　月　　日

評 価 項 目 配点
入札参加者
の評価点

イ 企業の社会的貢献度

カ 企業倫理や信頼性等

コ 企業の社会的貢献度

サ 担い手確保・育成に関する取組



　 

 
14 

 

技術提案型

吉川市長

（入札参加者）

（ア） -

（イ） ○ 1 ←入力

（ア）災害防止活動等の協定 ○ 1 ←入力

（イ）災害防止活動等の実績 ○ 1 ←入力

（ア） ○ 2 ←入力

（イ） -

（ア） -

（イ） -

（ウ） -

（エ） -

（ア） -

（イ） -

（ア）入札契約に関する不当な強要行為等 ○ -1～-6 ←入力

（イ）総合評価の不履行 ○ -1 ←入力

（ウ） ○ -1 ←入力

（ア） ○ 1 ←入力

（イ） ○ 1.5 ←入力

（ウ） ○ 1 ←入力

（エ） ○ 0.5 ←入力

（オ） ○ 1 ←入力

（ア） -

（イ） -

（ウ） -

（エ） ○ 1 ←入力

（オ） ○ 1 ←入力

（カ） -

ケ （ア） ○ 2 ←入力

（ア） ○ 2 ←入力

（イ） ○ 1 ←入力

（ウ）ＣＯ２削減対策 -

（エ）カーボンニュートラルの取組 -

（オ）重機保有状況 -

（カ）パートナーシップ構築宣言の公表 -

(キ) ＳＤＧｓへの取組 -

（ア）インターンシップ等の受入れ実績 ○ 1 ←入力

（イ）誰もが働きやすい企業 -

（ウ）ＣＣＵＳ活用工事の実施 -

シ （ア） -

（ア） -

（イ） ○ 1 ←入力

19 －

※

※

※

※

※

発注者採点方式の場合

令和　　年　　月　　日
（あて先）

所 在 地

名称・商号

代表者名

連絡担当者

電　　話

下記工事に関する技術資料を提出します。なお、内容については事実と相違ないことを誓約します。

工 事 名 ：

工 事 場 所 ：

評価項目

大項目 小項目

工事成績評定 -

施工実績 様式ア（イ）

様式イ（ア）

様式イ（イ）

工事成績評定 様式ウ（ア）

施工経験 -

工程管理の適切性 -

品質管理の適切性 -

安全管理の適切性 -

発注者が指定した課題への対応の的確性 -

技術提案 -

技術提案を実現するための方法 -

様式カ（ア）

様式カ（イ）

カ（ア）、カ（イ）に該当しない指名停止措置 様式カ（ウ）

新製品・新技術の活用 様式キ（ア）

優秀工事表彰 様式キ（イ）

ＩＳＯ９００１の取得 様式キ（ウ）

登録基幹技能者の配置 様式キ（エ）

労働災害防止対策 様式キ（オ）

技術者の専門技術力（ヒアリング） -

当該工事の理解度・取組姿勢（ヒアリング） -

技術者の対応能力（ヒアリング） -

保有する資格 様式ク（エ）

優秀技術者表彰 様式ク（オ）

継続教育(ＣＰＤ)への取組 -

企業の地域精通度 地理的条件 不要

企業の社会的貢献の実績(施設管理への協力活動・研修) 様式コ（ア）

障 害者雇用 様式コ（イ）

-

-

-

-

-

様式サ（ア）

-

-

生産性のの向上 ＩＣＴ活用工事の実施 -

県内下請の選定 -

建設資材県産品の選定 様式ス（イ）

合　計

提 出 前 に 必 ず 確 認 し て く だ さ い 。

入札参加者名等未記入・間違い、工事名等間違いの場合、無効になることがあります。

「該当」の欄は、今回の工事に該当する評価項目に「○」を記入してください。（入札説明書で確認）

「自己採点」の欄は、ガイドライン及び入札説明書の評価基準・配点に基づく自社の想定する点を参考
までに記入してください。（採点する際に確認させていただきます）ただし、「該当」欄に「○」がな
い場合は入力不要です。

必要な添付資料を、必ず入札説明書で確認してください。

「合計」の欄は発注者が評価する項目もあるので入力は不要です。

提出書

該当 提出様式 配点
自己
採点

（参考）

ア 企業の技術能力

イ 企業の社会的貢献度

ウ 配置予定技術者の技術能力

エ 定性的技術提案

オ 定量的技術提案

カ 企業倫理や信頼性等

キ 企業の技術能力

ク 配置予定技術者の技術能力

サ 担い手確保・育成に関する取組

ス その他

受
付
記
号

必
須
評
価
項
目

選
択
評
価
項
目

コ 企業の社会的貢献度



　 

 
15 

 

①提出日
技術提案型

②提出日

吉川市長

（入札参加者）

（ア） -

（イ） ○ 1 ←入力

（ア）災害防止活動等の協定 ○ 1 ←入力

（イ）災害防止活動等の実績 ○ 1 ←入力

（ア） ○ 2 ←入力

（イ） -

（ア） -

（イ） -

（ウ） -

（エ） -

（ア） -

（イ） -

（ア）入札契約に関する不当な強要行為等 ○ -1～-6 ←入力

（イ）総合評価の不履行 ○ -1 ←入力

（ウ） ○ -1 ←入力

（ア） ○ 1 ←入力

（イ） ○ 1.5 ←入力

（ウ） ○ 1 ←入力

（エ） ○ 0.5 ←入力

（オ） ○ 1 ←入力

（ア） -

（イ） -

（ウ） -

（エ） ○ 1 ←入力

（オ） ○ 1 ←入力

（カ） -

ケ （ア） ○ 2 ←入力

（ア） ○ 2 ←入力

（イ） ○ 1 ←入力

（ウ）ＣＯ２削減対策 -

（エ）カーボンニュートラルの取組 -

（オ）重機保有状況 -

（カ）パートナーシップ構築宣言の公表 -

(キ) ＳＤＧｓへの取組 -

（ア）インターンシップ等の受入れ実績 ○ 1 ←入力

（イ）誰もが働きやすい企業 -

（ウ）ＣＣＵＳ活用工事の実施 -

シ （ア） -

（ア） -

（イ） ○ 1 ←入力

19 －

※

※

※

※

※

※

※

自己採点申請書（兼）提出書
令和　　年　　月　　日
落札候補者提出書

令和　　年　　月　　日

（あて先）

所 在 地

名称・商号

代表者名

連絡担当者

電　　話

下記工事に関する自己採点申請書及び技術資料（提案部分）を提出します。なお、内容については事実と相違ないことを誓約します。

工 事 名 ：

工 事 場 所 ：

評価項目

大項目 小項目

工事成績評定 -

施工実績 様式ア（イ）

様式イ（ア）

様式イ（イ）

工事成績評定 様式ウ（ア）

施工経験 -

工程管理の適切性 -

品質管理の適切性 -

安全管理の適切性 -

発注者が指定した課題への対応の的確性 -

技術提案 -

技術提案を実現するための方法 -

様式カ（ア）

様式カ（イ）

カ（ア）、カ（イ）に該当しない指名停止措置 様式カ（ウ）

新製品・新技術の活用 様式キ（ア）

優秀工事表彰 様式キ（イ）

ＩＳＯ９００１の取得 様式キ（ウ）

登録基幹技能者の配置 様式キ（エ）

労働災害防止対策 様式キ（オ）

技術者の専門技術力（ヒアリング） -

当該工事の理解度・取組姿勢（ヒアリング） -

技術者の対応能力（ヒアリング） -

保有する資格 様式ク（エ）

優秀技術者表彰 様式ク（オ）

継続教育(ＣＰＤ)への取組 -

企業の地域精通度 地理的条件 不要

企業の社会的貢献の実績(施設管理への協力活動・研修) 様式コ（ア）

障 害者雇用 様式コ（イ）

-

-

-

-

-

様式サ（ア）

-

-

生産性のの向上 ＩＣＴ活用工事の実施 -

県内下請の選定 -

建設資材県産品の選定 様式ス（イ）

合　計

提 出 前 に 必 ず 確 認 し て く だ さ い 。

入札参加者名等未記入・間違い、工事名等間違いの場合、無効になることがあります。

「該当」の欄は、今回の工事に該当する評価項目に「○」を記入してください。（入札説明書で確認）

「自己採点」の欄は、ガイドライン及び入札説明書の評価基準・配点に基づく自社の想定する点を必ず
記入してください。（実績がない場合は、０点を記入して下さい。）ただし、「－」の項目は入力不要
です。
該当する評価項目の添付資料を、必ず入札説明書で確認してください。

「合計」の欄は発注者が評価する項目もあるので入力は不要です。

入札時には、①の提出日を記入し提出してください。

落札候補者となった場合は、②提出日を記入し、関係する技術資料（簡易部分）を添付して提出して下さい。

該当 提出様式 配点
自己
採点

（参考）

ア 企業の技術能力

イ 企業の社会的貢献度

ウ 配置予定技術者の技術能力

エ 定性的技術提案

オ 定量的技術提案

カ 企業倫理や信頼性等

キ 企業の技術能力

ク 配置予定技術者の技術能力

サ 担い手確保・育成に関する取組

ス その他

受
付
記
号

必
須
評
価
項
目

選
択
評
価
項
目

コ 企業の社会的貢献度



　 

 
16 

 

吉川市長　

（入札参加者）

（ア） -

（イ） ○ 1 ←入力

（ア）災害防止活動等の協定 ○ 1 ←入力

（イ）災害防止活動等の実績 ○ 1 ←入力

（ア） ○ 2 ←入力

（イ） -

（ア）入札契約に関する不当な強要行為等 ○ -1～-6 ←入力

（イ）総合評価の不履行 ○ -1 ←入力

（ウ） ○ -1 ←入力

（ア） ○ 1 ←入力

（イ） ○ 1.5 ←入力

（ウ） ○ 1 ←入力

（エ） ○ 0.5 ←入力

（オ） ○ 1 ←入力

（ア） -

（イ） -

（ウ） -

（エ） ○ 1 ←入力

（オ） ○ 1 ←入力

（カ） -

ケ （ア） ○ 2 ←入力

（ア） ○ 2 ←入力

（イ） ○ 1 ←入力

（ウ）ＣＯ２削減対策 -

（エ）カーボンニュートラルの取組 -

（オ）重機保有状況 -

（カ）パートナーシップ構築宣言の公表 -

(キ) ＳＤＧｓへの取組 -

（ア）インターンシップ等の受入れ実績 ○ 1 ←入力

（イ）誰もが働きやすい企業 -

（ウ）ＣＣＵＳ活用工事の実施 -

シ （ア） -

（ア） -

（イ） ○ 1 ←入力

19 －

※

※

※

※

※

※

評価項目選択型

（兼落札候補者用提出書）

（あて先） 令和　　年　　月　　日
（電子入札での提出時には提出日の記入は必要ありません）

所 在 地

名称・商号

代表者名 代表者印

連絡担当者
（電子入札時での提出時には代

表者印は不要）

電　　話

下記工事について、総合評価自己採点方式に伴う関係書類を提出します。なお、内容については事実と相違ないことを誓約します。

工 事 名 ：

工 事 場 所 ：

評価項目

大項目 小項目

工事成績評定 -

施工実績 様式ア（イ）

様式イ（ア）

様式イ（イ）

工事成績評定 様式ウ（ア）

施工経験 -

様式カ（ア）

様式カ（イ）

カ（ア）、カ（イ）に該当しない指名停止措置 様式カ（ウ）

新製品・新技術の活用 様式キ（ア）

優秀工事表彰 様式キ（イ）

ＩＳＯ９００１の取得 様式キ（ウ）

登録基幹技能者の配置 様式キ（エ）

労働災害防止対策 様式キ（オ）

技術者の専門技術力（ヒアリング） -

当該工事の理解度・取組姿勢（ヒアリング） -

技術者の対応能力（ヒアリング） -

保有する資格 様式ク（エ）

優秀技術者表彰 様式ク（オ）

継続教育(ＣＰＤ)への取組 -

企業の地域精通度 地理的条件 不要

企業の社会的貢献の実績(施設管理への協力活動・研修) 様式コ（ア）

障 害者雇用 様式コ（イ）

-

-

-

-

-

様式サ（ア）

-

-

生産性のの向上 ＩＣＴ活用工事の実施 -

市内下請の選定 -

建設資材県産品の選定 様式ス（イ）

合　計

提 出 前 に 必 ず 確 認 し て く だ さ い 。

入札参加者名等未記入・間違い、工事名等間違いの場合、無効になることがあります。

「該当」の欄は、今回の工事に該当する評価項目に「○」を記入してください。（入札説明書で確認）

「自己採点」の欄は、ガイドライン及び入札説明書の評価基準・配点に基づく自社の想定する点を必ず
記入してください。（実績がない場合は、０点を記入して下さい。）ただし、「－」の項目は入力不要
です。

入札時には本紙を入札金額見積内訳書とともに電子入札システムにより提出してください。

落札候補者となった場合は、本紙に提出日を記入し、代表者印を押印した上で、関係する技術資料を添
付して提出してください。

該当する評価項目の提出資料を、必ず入札説明書で確認してください。

自己採点申請書

該当 提出様式 配点
自己
採点

（参考）

ア 企業の技術能力

イ 企業の社会的貢献度

ウ 配置予定技術者の技術能力

カ 企業倫理や信頼性等

キ 企業の技術能力

ク 配置予定技術者の技術能力

サ 担い手確保・育成に関する取組

ス その他

受
付
記
号

必
須
評
価
項
目

選
択
評
価
項
目

コ 企業の社会的貢献度



　 

 
17  

吉川市長

（入札参加者）

（ア） -

（イ） ○ 1 ←入力

（ア）災害防止活動等の協定 ○ 1 ←入力

（イ）災害防止活動等の実績 ○ 1 ←入力

（ア） ○ 2 ←入力

（イ） -

（ア）入札契約に関する不当な強要行為等 ○ -1～-6 ←入力

（イ）総合評価の不履行 ○ -1 ←入力

（ウ） ○ -1 ←入力

（ア） ○ 1 ←入力

（イ） ○ 1.5 ←入力

（ウ） ○ 1 ←入力

（エ） ○ 0.5 ←入力

（オ） -

（ア） -

（イ） -

（ウ） -

（エ） ○ 1 ←入力

（オ） ○ 1 ←入力

（カ） -

ケ （ア） ○ 2 ←入力

（ア） ○ 2 ←入力

（イ） ○ 1 ←入力

（ウ）ＣＯ２削減対策 -

（エ）カーボンニュートラルの取組 -

（オ）重機保有状況 -

（カ）パートナーシップ構築宣言の公表 -

(キ) ＳＤＧｓへの取組 -

（ア）インターンシップ等の受入れ実績 ○ 1 ←入力

（イ）誰もが働きやすい企業 -

（ウ）ＣＣＵＳ活用工事の実施 -

シ （ア） -

（ア） -

（イ） ○ 1 ←入力

18 －

※

※

※

※

※

※

土木型

（兼落札候補者用提出書）

（あて先） 令和　　年　　月　　日
（電子入札での提出時には提出日の記入は必要ありません）

所 在 地

名称・商号

代表者名 代表者印

連絡担当者
（電子入札時での提出時には代

表者印は不要）

電　　話

下記工事について、総合評価自己採点方式に伴う関係書類を提出します。なお、内容については事実と相違ないことを誓約します。

工 事 名 ：

工 事 場 所 ：

評価項目

大項目 小項目

工事成績評定 -

施工実績 様式ア（イ）

様式イ（ア）

様式イ（イ）

工事成績評定 様式ウ（ア）

施工経験 -

様式カ（ア）

様式カ（イ）

カ（ア）、カ（イ）に該当しない指名停止措置 様式カ（ウ）

新製品・新技術の活用 様式キ（ア）

優秀工事表彰 様式キ（イ）

ＩＳＯ９００１の取得 様式キ（ウ）

登録基幹技能者の配置 様式キ（エ）

労働災害防止対策 -

技術者の専門技術力（ヒアリング） -

当該工事の理解度・取組姿勢（ヒアリング） -

技術者の対応能力（ヒアリング） -

保有する資格 様式ク（エ）

優秀技術者表彰 様式ク（オ）

継続教育(ＣＰＤ)への取組 -

企業の地域精通度 地理的条件 不要

企業の社会的貢献の実績(施設管理への協力活動・研修) 様式コ（ア）

障 害者雇用 様式コ（イ）

-

-

-

-

-

様式サ（ア）

-

-

生産性のの向上 ＩＣＴ活用工事の実施 -

市内下請の選定 -

建設資材県産品の選定 様式ス（イ）

合　計

提 出 前 に 必 ず 確 認 し て く だ さ い 。

入札参加者名等未記入・間違い、工事名等間違いの場合、無効になることがあります。

「該当」の欄は、今回の工事に該当する評価項目に「○」を記入してください。（入札説明書で確認）

「自己採点」の欄は、ガイドライン及び入札説明書の評価基準・配点に基づく自社の想定する点を必ず
記入してください。（実績がない場合は、０点を記入して下さい。）ただし、「－」の項目は入力不要
です。

入札時には本紙を入札金額見積内訳書とともに電子入札システムにより提出してください。

落札候補者となった場合は、本紙に提出日を記入し、代表者印を押印した上で、関係する技術資料を添
付して提出してください。

該当する評価項目の提出資料を、必ず入札説明書で確認してください。

自己採点申請書

該当 提出様式 配点
自己
採点

（参考）

ア 企業の技術能力

イ 企業の社会的貢献度

ウ 配置予定技術者の技術能力

カ 企業倫理や信頼性等

キ 企業の技術能力

ク 配置予定技術者の技術能力

サ 担い手確保・育成に関する取組

ス その他

受
付
記
号

必
須
評
価
項
目

選
択
評
価
項
目

コ 企業の社会的貢献度



　 

 
18 

 

吉川市長　

（入札参加者）

（ア） -

（イ） ○ 1 ←入力

（ア）災害防止活動等の協定 ○ 1 ←入力

（イ）災害防止活動等の実績 -

（ア） ○ 2 ←入力

（イ） -

（ア）入札契約に関する不当な強要行為等 ○ -1～-6 ←入力

（イ）総合評価の不履行 ○ -1 ←入力

（ウ） ○ -1 ←入力

（ア） -

（イ） ○ 1.5 ←入力

（ウ） ○ 1 ←入力

（エ） -

（オ） -

（ア） -

（イ） -

（ウ） -

（エ） -

（オ） ○ 1 ←入力

（カ） -

ケ （ア） -

（ア） -

（イ） ○ 1 ←入力

（ウ）ＣＯ２削減対策 -

（エ）カーボンニュートラルの取組 -

（オ）重機保有状況 -

（カ）パートナーシップ構築宣言の公表 -

(キ) ＳＤＧｓへの取組 -

（ア）インターンシップ等の受入れ実績 ○ 1 ←入力

（イ）誰もが働きやすい企業 -

（ウ）ＣＣＵＳ活用工事の実施 -

シ （ア） -

（ア） -

（イ） -

9.5 －

※

※

※

※

※

※

建築型

（兼落札候補者用提出書）

（あて先） 令和　　年　　月　　日
（電子入札での提出時には提出日の記入は必要ありません）

所 在 地

名称・商号

代表者名 代表者印

連絡担当者
（電子入札時での提出時には代

表者印は不要）

電　　話

下記工事について、総合評価自己採点方式に伴う関係書類を提出します。なお、内容については事実と相違ないことを誓約します。

工 事 名 ：

工 事 場 所 ：

評価項目

大項目 小項目

工事成績評定 -

施工実績 様式ア（イ）

様式イ（ア）

-

工事成績評定 様式ウ（ア）

施工経験 -

様式カ（ア）

様式カ（イ）

カ（ア）、カ（イ）に該当しない指名停止措置 様式カ（ウ）

新製品・新技術の活用 -

優秀工事表彰 様式キ（イ）

ＩＳＯ９００１の取得 様式キ（ウ）

登録基幹技能者の配置 -

労働災害防止対策 -

技術者の専門技術力（ヒアリング） -

当該工事の理解度・取組姿勢（ヒアリング） -

技術者の対応能力（ヒアリング） -

保有する資格 -

優秀技術者表彰 様式ク（オ）

継続教育(ＣＰＤ)への取組 -

企業の地域精通度 地理的条件 -

企業の社会的貢献の実績(施設管理への協力活動・研修) -

障 害者雇用 様式コ（イ）

-

-

-

-

-

様式サ（ア）

-

-

生産性のの向上 ＩＣＴ活用工事の実施 -

市内下請の選定 -

建設資材県産品の選定 -

合　計

提 出 前 に 必 ず 確 認 し て く だ さ い 。

入札参加者名等未記入・間違い、工事名等間違いの場合、無効になることがあります。

「該当」の欄は、今回の工事に該当する評価項目に「○」を記入してください。（入札説明書で確認）

「自己採点」の欄は、ガイドライン及び入札説明書の評価基準・配点に基づく自社の想定する点を必ず
記入してください。（実績がない場合は、０点を記入して下さい。）ただし、「－」の項目は入力不要
です。
入札時には本紙を入札金額見積内訳書とともに電子入札システムにより提出してください。

落札候補者となった場合は、本紙に提出日を記入し、代表者印を押印した上で、関係する技術資料を添
付して提出してください。

該当する評価項目の提出資料を、必ず入札説明書で確認してください。

自己採点申請書

該当 提出様式 配点
自己
採点

（参考）

ア 企業の技術能力

イ 企業の社会的貢献度

ウ 配置予定技術者の技術能力

カ 企業倫理や信頼性等

キ 企業の技術能力

ク 配置予定技術者の技術能力

サ 担い手確保・育成に関する取組

ス その他

受
付
記
号

必
須
評
価
項
目

選
択
評
価
項
目

コ 企業の社会的貢献度



　 

 
19 

 

吉川市長

（入札参加者）

（ア） -

（イ） ○ 1 ←入力

（ア）災害防止活動等の協定 ○ 1 ←入力

（イ）災害防止活動等の実績 -

（ア） ○ 2 ←入力

（イ） -

（ア）入札契約に関する不当な強要行為等 ○ -1～-6 ←入力

（イ）総合評価の不履行 ○ -1 ←入力

（ウ） ○ -1 ←入力

（ア） -

（イ） ○ 1.5 ←入力

（ウ） ○ 1 ←入力

（エ） -

（オ） -

（ア） -

（イ） -

（ウ） -

（エ） -

（オ） ○ 1 ←入力

（カ） -

ケ （ア） ○ 2 ←入力

（ア） ○ 2 ←入力

（イ） ○ 1 ←入力

（ウ）ＣＯ２削減対策 ○ 1 ←入力

（エ）カーボンニュートラルの取組 -

（オ）重機保有状況 -

（カ）パートナーシップ構築宣言の公表 -

(キ) ＳＤＧｓへの取組 -

（ア）インターンシップ等の受入れ実績 ○ 1 ←入力

（イ）誰もが働きやすい企業 -

（ウ）ＣＣＵＳ活用工事の実施 -

シ （ア） -

（ア） -

（イ） -

14.5 －

※

※

※

※

※

※

設備型

（兼落札候補者用提出書）

（あて先） 令和　　年　　月　　日
（電子入札での提出時には提出日の記入は必要ありません）

所 在 地

名称・商号

代表者名 代表者印

連絡担当者
（電子入札時での提出時には代

表者印は不要）

電　　話

下記工事について、総合評価自己採点方式に伴う関係書類を提出します。なお、内容については事実と相違ないことを誓約します。

工 事 名 ：

工 事 場 所 ：

評価項目

大項目 小項目

工事成績評定 -

施工実績 様式ア（イ）

様式イ（ア）

-

工事成績評定 様式ウ（ア）

施工経験 -

様式カ（ア）

様式カ（イ）

カ（ア）、カ（イ）に該当しない指名停止措置 様式カ（ウ）

新製品・新技術の活用 -

優秀工事表彰 様式キ（イ）

ＩＳＯ９００１の取得 様式キ（ウ）

登録基幹技能者の配置 -

労働災害防止対策 -

技術者の専門技術力（ヒアリング） -

当該工事の理解度・取組姿勢（ヒアリング） -

技術者の対応能力（ヒアリング） -

保有する資格 -

優秀技術者表彰 様式ク（オ）

継続教育(ＣＰＤ)への取組 -

企業の地域精通度 地理的条件 不要

企業の社会的貢献の実績(施設管理への協力活動・研修) 様式コ（ア）

障 害者雇用 様式コ（イ）

様式コ（ウ）

-

-

-

-

様式サ（ア）

-

-

生産性のの向上 ＩＣＴ活用工事の実施 -

市内下請の選定 -

建設資材県産品の選定 -

合　計

提 出 前 に 必 ず 確 認 し て く だ さ い 。

入札参加者名等未記入・間違い、工事名等間違いの場合、無効になることがあります。

「該当」の欄は、今回の工事に該当する評価項目に「○」を記入してください。（入札説明書で確認）

「自己採点」の欄は、ガイドライン及び入札説明書の評価基準・配点に基づく自社の想定する点を必ず
記入してください。（実績がない場合は、０点を記入して下さい。）ただし、「－」の項目は入力不要
です。

入札時には本紙を入札金額見積内訳書とともに電子入札システムにより提出してください。

落札候補者となった場合は、本紙に提出日を記入し、代表者印を押印した上で、関係する技術資料を添
付して提出してください。

該当する評価項目の提出資料を、必ず入札説明書で確認してください。

自己採点申請書

該当 提出様式 配点
自己
採点

（参考）

ア 企業の技術能力

イ 企業の社会的貢献度

ウ 配置予定技術者の技術能力

カ 企業倫理や信頼性等

キ 企業の技術能力

ク 配置予定技術者の技術能力

サ 担い手確保・育成に関する取組

ス その他

受
付
記
号

必
須
評
価
項
目

選
択
評
価
項
目

コ 企業の社会的貢献度



　 

 
20 

 

吉川市長

（入札参加者）

（ア） ○ 2 ←入力

（イ） -

（ア）災害防止活動等の協定 ○ 2 ←入力

（イ）災害防止活動等の実績 ○ 2 ←入力

（ア） -

（イ） -

（ア）入札契約に関する不当な強要行為等 ○ -1～-6 ←入力

（イ）総合評価の不履行 ○ -1 ←入力

（ウ） ○ -1 ←入力

（ア） -

（イ） -

（ウ） -

（エ） -

（オ） -

（ア） -

（イ） -

（ウ） -

（エ） -

（オ） -

（カ） -

ケ （ア） ○ 3 ←入力

（ア） ○ 2 ←入力

（イ） -

（ウ）ＣＯ２削減対策 -

（エ）カーボンニュートラルの取組 -

（オ）重機保有状況 ○ 2 ←入力

（カ）パートナーシップ構築宣言の公表 -

(キ) ＳＤＧｓへの取組 -

（ア）インターンシップ等の受入れ実績 ○ 1 ←入力

（イ）誰もが働きやすい企業 -

（ウ）ＣＣＵＳ活用工事の実施 -

シ （ア） -

（ア） ○ 1 ←入力

（イ） -

15 －

※

※

※

※

※

※

地域担手型

（兼落札候補者用提出書）

（あて先） 令和　　年　　月　　日
（電子入札での提出時には提出日の記入は必要ありません）

所 在 地

名称・商号

代表者名 代表者印

連絡担当者
（電子入札時での提出時には代

表者印は不要）

電　　話

下記工事について、総合評価自己採点方式に伴う関係書類を提出します。なお、内容については事実と相違ないことを誓約します。

工 事 名 ：

工 事 場 所 ：

評価項目

大項目 小項目

工事成績評定 様式ア（ア）

施工実績 -

様式イ（ア）

様式イ（イ）

工事成績評定 -

施工経験 -

様式カ（ア）

様式カ（イ）

カ（ア）、カ（イ）に該当しない指名停止措置 様式カ（ウ）

新製品・新技術の活用 -

優秀工事表彰 -

ＩＳＯ９００１の取得 -

登録基幹技能者の配置 -

労働災害防止対策 -

技術者の専門技術力（ヒアリング） -

当該工事の理解度・取組姿勢（ヒアリング） -

技術者の対応能力（ヒアリング） -

保有する資格 -

優秀技術者表彰 -

継続教育(ＣＰＤ)への取組 -

企業の地域精通度 地理的条件 不要

企業の社会的貢献の実績(施設管理への協力活動・研修) 様式コ（ア）

障 害者雇用 -

-

-

様式コ（オ）

-

-

様式サ（ア）

-

-

生産性のの向上 ＩＣＴ活用工事の実施 -

市内下請の選定 様式ス（ア）

建設資材県産品の選定 -

合　計

提 出 前 に 必 ず 確 認 し て く だ さ い 。

入札参加者名等未記入・間違い、工事名等間違いの場合、無効になることがあります。

「該当」の欄は、今回の工事に該当する評価項目に「○」を記入してください。（入札説明書で確認）

「自己採点」の欄は、ガイドライン及び入札説明書の評価基準・配点に基づく自社の想定する点を必ず
記入してください。（実績がない場合は、０点を記入して下さい。）ただし、「－」の項目は入力不要
です。
入札時には本紙を入札金額見積内訳書とともに電子入札システムにより提出してください。

落札候補者となった場合は、本紙に提出日を記入し、代表者印を押印した上で、関係する技術資料を添
付して提出してください。

該当する評価項目の提出資料を、必ず入札説明書で確認してください。

自己採点申請書

該当 提出様式 配点
自己
採点

（参考）

ア 企業の技術能力

イ 企業の社会的貢献度

ウ 配置予定技術者の技術能力

カ 企業倫理や信頼性等

キ 企業の技術能力

ク 配置予定技術者の技術能力

サ 担い手確保・育成に関する取組

ス その他

受
付
記
号

必
須
評
価
項
目

選
択
評
価
項
目

コ 企業の社会的貢献度
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（ありの場合）

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

社名変更・合併

○入札説明書の②「社名情報」に記載された日以降において、社名変更と合併の有無を記入してください。

共通提出資料 社名情報

社名変更　あり

合　　併　あり

分　　社　あり

上記に該当しない

変更前
（会社名）

分社前
（会社名）

現在の会社名

建設業
許可番号

発生日 令和 年 月 日

今回入札参加しない
「分社後の会社名」

建設業
許可番号

社 名 変 更
・ 合 併 の
有 無

合併前
（会社名）
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※西暦

※西暦

※西暦

□　配置予定技術者の氏名、生年月日を記載してください。

　　 配置予定技術者は候補者を３名まで挙げることができます。

（※この様式に記載のない者は配置予定技術者として扱いません。）

※　ＪＶで参加する場合は、代表構成員の配置予定技術者を記入してください。

共通提出資料 配置予定技術者

配置予定技術者一覧表

ふりがな ふりがな

氏名 旧姓

ふりがな

旧姓

ふりがな

氏名

氏名が変わった場合に記入

ふりがな ふりがな

生年月日

生年月日 氏名が変わった場合に記入

氏名 旧姓

生年月日 氏名が変わった場合に記入
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　↑　該当する方に○

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

平均 　←小数点以下切り捨て

合計 0

（ありの場合）

完成年度 受注者 工事成績 発注者 工事名 工事場所

様式ア（ア）

工事成績評定（企業の技術能力）

実 績

の

有 無

あり

上記に該当しない

完成年月日

工事業種 工事業
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　↑　該当する方に○

単体

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

工 事 概 要

類似に該当

する部分

のみ記入

受注形態
単体

ＣＯＲＩＮＳ
登録番号

JV（代表構成員）

月 日　まで

工事完成検査

結果の通知日
令和 年 月 日

契約金額 円

工期
令和 年 月 日　から

令和 年

工事名

発注者

工事場所

様式ア（イ）

施工実績（企業の技術能力）

実 績

の

有 無

あり

上記に該当しない
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○災害防止活動等に関する協定を締結しているかどうか記入してください。

○

　↑　該当する方に○

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

様式イ（ア）

災害防止活動等の協定

協 定 の

有 無

あり

上記に該当しない
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○過去２年度間に災害防止活動等の実績があったかどうか記入してください。

　↑　該当する方に○

（ありの場合）

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください

災害防止活動等の実績

様式イ（イ）

実 績 の
有 無

　あり

上記に該当しない

依頼主

活動日 令和 年 月 日

場所

内容

実 績
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○

　↑　該当する方に○

（ありの場合）

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

□　「配置予定技術者一覧表」に記載した氏名を記入してください。

    配置予定技術者が複数の場合は、各候補者に対して本様式を提出してください。

    配置予定技術者は３名までしか挙げられません。

合計 0

平均 　←小数点以下切り捨て

契約工期
完成年月日 役割

従事期間
完成年度 受注者 工事成績 発注者 工事名 工事場所

氏名が変わった場合に記入

実 績

の

有 無

あり

上記に該当しない

配置予定技術者の
生年月日

工事成績評定の

対象年度間に
勤務していた会社名

（全て記入）

様式ウ（ア）

工事成績評定（配置予定技術者の技術能力）

ふりがな

配置予定技術者の氏名 旧姓
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氏名が変わった場合に記入

　↑　該当する方に○

（ありの場合）

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

□　「配置予定技術者一覧表」に記載した氏名を記入してください。
□  配置予定技術者が複数の場合は、各候補者毎に本様式を提出してください。
□  配置予定技術者は３名までしか挙げられません。

施工経験（配置予定技術者の技術能力）

様式ウ（イ）

配置予定
技術者の氏名

旧姓

経 験 の
有 無

あり

上記に該当しない

工 事 名

発 注 者

工 期

令和 年 月 日　から

年 月 日　まで

工 事 完 成 検 査
結 果 の 通 知 日 令和 年 月 日

Ｃ Ｏ Ｒ Ｉ Ｎ Ｓ
登 録 番 号

工 事 概 要

類似に該当
する部分
のみ記入

役 割

現場代理人 ・複数の役割を兼ねる場合は、全て
の役割に「○」を記入してください。
・現場代理人の場合は、全期間にわ
たり従事した場合のみ、経験として
認められます。

主任技術者

監理技術者

従事期間
（現場代理人のみの

場合記入）

令和 年 月 日　から

令和 年 月 日　まで
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【記載例】

※説明資料（写真、図表、実証データ、実施位置図等）を必要に応じて示してください。
 ①△△△の工夫

　●提案１
　　○提案内容
　　　　　※「何のために何を実施するのか」を記載してください。
　　　　　※数量・規格（JIS規格番号、NETIS登録番号等）・製品名・実施時期・実施位置等を
　　　　　　具体的に記載してください。

　　○効果
　　　　　※提案の効果を具体的に記載してください。

　　○根拠
　　　　　※効果を実証するデータ等を記載してください。
　
　●提案２
　　○提案内容

                     　　　 同上

　　○効果
　　　　　　　　    　 　同上

　　○根拠
　　　　　                 同上
   ●提案３

　　・・・・・・・　　※１ページで納まらない場合は２枚程度としてください。
　　　　　　　　　（カラーまたは白黒、Ａ４判２枚程度）

②□□□の工夫

　●提案１

　
　●提案２

　

　●提案３

　　・・・・・・・　　※１ページで納まらない場合は２枚程度としてください。
　　　　　　　　　（カラーまたは白黒、Ａ４判２枚程度）

課　　　題

求める工夫

○○○○が求められる。

①△△△の工夫
②□□□の工夫

受

付

記

号

様式エ
（技術提案型Ａタイプ）施　工　管　理　等　計　画　書

評価項目 (イ)品質管理の適切性
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１．実現するための方法

（１）○○装置の採用
　
　
（２）設置方法
　
　
（３）入札説明書記載の条件に関する説明資料
　
　

２．現場の条件を踏まえた具体的な実現方法
　
　

３．独自の工夫など特筆すべき内容

４．その他

※　共通仕様書・関係法令・技術基準等に定める標準的な内容を記載しても加点しません。

技術提案事項

提案値

受

付

記

号

様式オ
（技術提案型Ｂﾀｲﾌﾟ）技術提案を実現するための方法
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27

↑該当する方に〇

カ（ウ）　カ（ア）カ（イ）に該当しない指名停止措置

カ（ア）入札契約に関する不当な強要行為等により指名停止措置を受けた場合

カ（イ）総合評価の不履行により「添付資料等で確認した結果、履行されていないこと確認」との通知を受けた場合

（下記の場合を除き「添付資料等で確認した結果、履行されていないこと確認」との通知を受けた場合）

カ（ウ）　カ（ア）カ（イ）に該当しない指名停止措置を受けた場合

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

企業倫理や信頼性等（減点項目）

該当項目なし

該当項目あり

カ（ア）入札契約に関する不当な強要行為等 指名停止措置を受けた

「入札契約に関する不当な強要行為」により指名停止措置を受けた 該当する

「過積載による法令違反」により指名停止措置を受けた 該当する

「ディーゼル不適合車の使用による法令違反」により指名停止措置を受けた 該当する

「不正軽油の使用による法令違反」により指名停止措置を受けた 該当する

「死亡事故」により指名停止措置を受けた 該当する

暴力団排除措置要綱に基づく指名停止措置を受けた 該当する

カ（イ）総合評価の不履行
「添付資料等で確認した結果、履行さ

れていないこと確認」との通知を受けた

下記の場合を除き「添付資料等で確認した結果、履行されて
いないこと確認」との通知を受けた

該当する

配置技術者の死亡など、真にやむを得ない理由により配置技術者を交代
し、交代前の配置技術者と同等以上の技術能力を確保できなかったため
「添付資料等で確認した結果、履行されていないこと確認」との通知を受
けた

該当する

（「入札契約に関する不当な強要行為」により指名停止措置を受けた場合）

指名停止措置を受けた日（期間の始まりの日） 令和　　年　　月　　日

（「過積載による法令違反」により指名停止措置を受けた場合）

指名停止措置を受けた日（期間の始まりの日） 令和　　年　　月　　日

（「ディーゼル不適合車の使用による法令違反」により指名停止措置を受けた場合）

指名停止措置を受けた日（期間の始まりの日） 令和　　年　　月　　日

（「不正軽油の使用による法令違反」により指名停止措置を受けた場合）

指名停止措置を受けた日（期間の始まりの日） 令和　　年　　月　　日

（「死亡事故」により指名停止措置を受けた場合）

指名停止措置を受けた日（期間の始まりの日） 令和　　年　　月　　日

（暴力団排除措置要綱に基づく指名停止措置を受けた場合）

指名停止措置を受けた日（期間の始まりの日） 令和　　年　　月　　日

通知を受けた日 令和　　年　　月　　日

（配置技術者の死亡など、真にやむを得ない理由により配置技術者を交代し、交代前の配置技術者と同等以上の技術能力を確保できな
かったため「添付資料等で確認した結果、履行されていないこと確認」との通知を受けた場合）

通知を受けた日 令和　　年　　月　　日

指名停止措置を受けた日（期間の始まりの日） 令和　　年　　月　　日

様式カ(ア)～（ウ）

該当項目の有無
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　↑　該当するものどれか１つに○

（新技術情報提供システム（NETIS)に登録又は県の新製品・新技術紹介制度に登録している場合）

（県のNew-ProTec制度又はＮＥＴＩＳに登録のある製品・技術を選定する場合）

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

新製品・新技術の活用

登録している
製品・技術の名称

製品・技術を
活用する工種

選定する製品・
技術の名称

様式キ（ア）

　・自社の製品や技術を国土交通省の
　　新技術情報提供システム（NETIS)
　　に登録している

　・自社の製品や技術を県の新製品・新
　　技術紹介制度に登録している

　・県のNew-ProTec制度（新製品・新技術マッ
チングモデル事業）に採用され、有効性が確
認されている又はＮＥＴＩＳに登録のある製品・
技術を選定する

上記に該当しない

新製品・新技術の活
用



　 

 
33 

 

 

　↑　該当する方に○

（ありの場合）

※ １の受賞実績がある場合、２,３,４ではなく、１を優先して申告してください。

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

優秀工事表彰

様式キ（イ）

受 賞 の
有 無

あり

上記に該当しない

受 賞 年 度 令和 年度受賞

受 賞 名

 １　埼玉県優秀建設工事施工者表彰（優秀賞・特別奨励賞）
　　（知事表彰）

 ２　埼玉県県土づくり優秀建設工事施工者表彰

該当する
表彰１つに○

 ３　埼玉県農林部優秀建設工事施工者表彰

 ４　埼玉県企業局優秀施工業者等表彰
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○

　↑　該当する方に○

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

様式キ（ウ）

ＩＳＯ９００１の取得

Ｉ Ｓ Ｏ 9001

取 得 の

有 無

あり

上記に該当しない
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　↑　該当する方に○

（配置する場合）

○

□　入札説明書で添付資料を確認してください。

登 録 基 幹 技 能 者 を

配 置 す る 工 種

登 録 基 幹 技 能 者 の 種 類

様式キ（エ）

登録基幹技能者の配置

登録基幹技能

者 の 配 置

配置する

上記に該当しない
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○

　↑　該当する方に○

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

様式キ（オ）

労働災害防止対策

労働災害・防

止対策

次のいずれかに該当する
・建設業労働災害防止協会へ加入
・建設業労働安全衛生マネジメント
　システム（ＣＯＨＳＭＳ）を導入

上記に該当しない
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○

　↑　該当する方に○

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

    配置予定技術者が複数の場合は、各候補者に対して本様式を提出してください。
    配置予定技術者は３名までしか挙げられません。

□　「配置予定技術者一覧表」に記載した氏名を記入してください。

入 札 説 明 書 に
記載 され た資 格の 名称

上 記 資 格

の 有 無

あり

上記に該当しない

様式ク（エ）

保有する資格

配置予定技術者の氏名
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　↑　該当する方に○

（ありの場合）

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

    配置予定技術者が複数の場合は、各候補者に対して本様式を提出してください。
    配置予定技術者は３名までしか挙げられません。

優秀技術者表彰

　２　埼玉県県土づくり優秀現場代理人等表彰

□　「配置予定技術者一覧表」に記載した氏名を記入してください。

様式ク（オ）

配置予 定技 術者 の
氏 名

受 賞
の

有 無

あり

上記に該当しない

受 賞
年 度

令和 年度受賞

受賞名 　１　吉川市優秀建設工事表彰

該当する
表彰１つに○

　３　埼玉県農林部優秀現場代理人等表彰

　４　埼玉県企業局優秀施工業者等表彰
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○

　↑　該当する方に○

（ありの場合）

○

○
□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

    配置予定技術者が複数の場合は、各候補者に対して本様式を提出してください。
    配置予定技術者は３名までしか挙げられません。

　　　過去1年度間とは、前年度4月1日から前年度3月31日までです。

□　「配置予定技術者一覧表」に記載した氏名を記入してください。

学習履歴を証明する証明書

発行団体名

過去１年度間に各団体等が

推奨する単位

過去１年度間に取得した単

位

単位／年

単位

継 続 教 育 の

証 明

あり

上記に該当しない

様式ク（カ）

継続教育（ＣＰＤ）への取組

配置予定技術者の

氏 名
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↑　該当するものいずれか１つに○

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

ボランティア活動の実績
が２分類ある

様式コ（ア）

企業の社会的貢献の実績（施設管理への協力活動・研修）

実　績　の

有　　　 無

ボランティア活動の実績
が３分類以上ある

ボランティア活動の実績
が１分類ある

研修への参加実績がある

上記のいずれにも該当しない
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○

添付資料

①法定雇用義務の有無確認

②障害者雇用の状況

※2 1週間の所定労働時間が30時間以上の者
※3 常用雇用労働者のうち、1週間の所定労働時間が20時間以上30時間未満の者

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

確認結果

(※１)法定雇用義務のある事業主とは、障害者雇用状況報告書の「法定雇用障害者数の算定
の基礎となる労働者の数」が４５．５人以上の事業主。

様式コ（イ）

障害者雇用

障 害 者
雇 用
の 有 無

法定雇用義務(※１)があり、障害者雇用状況報告書の実雇用
率が３．３％以上

法定雇用義務(※１)はないが、障害者を雇用している。

上記に該当しない

(ｲ)常用雇用労働者の数(※2)
　　(短時間労働者の数を除く)

人

(ﾛ)短時間労働者の数(※3) 人

(ﾊ)常用雇用労働者の数 人 (ｲ) + [ (ﾛ) × 0.5 ]

(ﾆ)法定雇用障害者数の算定の
　 基礎となる労働者の数

人
(ｲ) - [ (ﾊ) × 除外率 (整数位未満

切捨)]

身体障害者 知的障害者 精神障害者 合計

雇用人数 0
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　↑　該当する方に○

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

カーボンニュートラルの取組

様式コ（エ）

カーボン
ニュートラル

の取組

次のずれかに該当する
・国土交通省が認定s多低炭素型建設機械ま
たはGX建設機械を当該工事に使用
・当該工事で使用する建設機械にバイオ燃料
を使用

上記に該当しない

○

　↑　該当する方に○

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

様式コ（ウ）

ＣＯ２削減対策

ＣＯ２削減対策

次のいずれかの認証等を受けている。
　　・ ＩＳＯ１４００１

　　・ エコアクション２１認証・登録制度

　　・ 埼玉県エコアップ認証制度

上記に該当しない
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↑該当するものいずれか１つに〇

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

重機保有状況

様式コ（オ）

一定規格以上の建設機械を複数台保有（リース可）
している

一定規格以上の建設機械を１台保有（リース可）し
ている

上記に該当しない

重機保有の
有無

　↑　該当する方に○

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

パートナーシップ構築宣言の公表

様式コ（カ）

パートナー
シップ構築
宣言の公表

パートナーシップ構築を宣言し、（公財）全国中
小企業振興機関協会が運営するポータルサイ
トで公表している

上記に該当しない
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　↑　該当する方に○

（登録している場合）

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。
□　登録している場合、県計画調整課「埼玉県ＳＤＧｓパートナー」
□　ホームページに記載された登録№を入力してください。

ＳＤＧｓへの取組

様式コ（キ）

埼玉県SDGs
パートナー
への登録

埼玉県SDGs パートナーに登録している

上記に該当しない

登 録 №
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○

　↑　該当するものどれか1つに○

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

様式サ（ア）

インターンシップ等の受入れ実績

実　績　の

有　　　 無

連続した３日以上あり

上記のいずれにも該当しない

　　短期（３日未満）あり
　　　　　　　又は
　　現場見学会の受け入れあり
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○

　↑　いずれか１つに○

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

誰もが働きやすい企業

様式サ（イ）

埼玉県の「多様な働き方実践企業」の認定を
受けている、かつ埼玉県の「アライチャレンジ
企業登録制度」に登録している

埼玉県の「多様な働き方実践企業」の認定を
受けている

埼玉県の「アライチャレンジ企業登録制度」に
登録している

上記に該当しない。

企 業 の

認定・登録
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　↑　該当する方に○

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

建設キャリアアップシステム（CCUS）活用工事の実施

様式サ（ウ）

当該工事において、建設キャリアアップシ
ステム（CCUS）を活用する

上記に該当しない

活　用　の
有　　　 無
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　↑　該当する方に○

□　入札説明書の「提出資料」欄を確認してください。

ＩＣＴ活用工事の実施

【施工プロセス】

①３次元起工測量

②３次元設計データ作成

③ICT建設機械による施工

④３次元出来高管理等の施工管理

⑤３次元データの納品

様式シ（ア）

ＩＣＴ施工・３次元化等を全面的に活用する。
（施工プロセスで①～⑤のすべて実施する場合）

ＩＣＴ施工・３次元化等を一部活用する。
（施工プロセスで①、②、④、⑤を実施する場合）

ＩＣＴ施工・３次元化等を一部活用する。
（施工プロセスで②、④、⑤を実施する場合）

上記に該当しない

活 用 の
有 無
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　↓　入札説明書を確認し、該当する方に○

　↓　該当するものどれか１つに○

○

（※１）「割合設定する場合」かつ、加点される場合に入力してください。
　　　　該当する配点の最低割合を記載してください。

様式ス（ア）

市内下請の選定

下 請 負 人 の

使 用 の 有 無

下請負人を入札説明書で配点が１点とされている条
件から選定する。又は、下請負人を使用しないです
べて自社で施工し、本店又は主たる営業所の所在地
が入札説明書で配点が１点とされているエリア内で
ある。

下請負人を入札説明書で配点が０．５点とされている
条件から選定する。又は、下請負人を使用しないで
すべて自社で施工し、本店又は主たる営業所の所在
地が入札説明書で配点が０．５点とされているエリア
内である。

上記に該当しない。

入札説明
書の記載

□　入札説明書の「評価項目」欄で、「割合設定しない場合」と「割合設定
　　する場合」のどちらに該当するか確認してください。

割合設定しない場合

入札説明書に記載されている
下請負人の市内企業数の最低割合（※１）

％

　　　　（例：40%以上70%未満の配点に該当する場合　⇒　40%と記載）

割合設定する場合
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総
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合評価方式特記仕様書（例） 

 
総合評価方式特記仕様書 

　（趣旨） 

第１条　この特記仕様書は、総合評価方式に関し必要な事項を定めるものとする。 

　（適用） 

第２条　この特記仕様書は、次の工事に適用する。 

　　　　工 事 名　　●●●●●工事 

　　　　工事場所　　●●●市●●地内 

　（技術資料の内容の履行及び費用負担） 

第３条　受注者は、入札時に提出した技術資料の内容を履行しなければならない。 

　ただし、契約後、発注者が受注者にその履行について指示するものは、この限り

ではない。 

　２　前項に基づく履行及びその品質の確認等に係る試験及び資料の作成に係る費用

は、受注者の負担とする。 

　（配置する技術者） 

第４条　受注者は、配置を予定する技術者（以下、「配置予定技術者」という。）と

して技術資料に記載した者を、契約後、当該工事の主任技術者、監理技術者又は現

場代理人のいずれかとして配置しなければならない。なお、配置予定技術者を複数

名挙げた場合は、そのうち少なくとも１名を配置しなければならない。 

　　ただし、橋梁、ポンプ、ゲート、エレベーター、発電機、配電盤等の電機品等の

工場製作を含む工事については、工場製作のみの期間の配置予定技術者の配置は求

めない。 

２　前項に基づき配置した技術者（以下、｢配置技術者｣という。）の途中交代は原則

認めない。 

ただし、交代が認められる場合としては、配置技術者の死亡、疾病、出産、育

児、介護または退職等、真にやむを得ない場合のほか、次に掲げる場合等が考えら

れる。 

　　①　受注者の責によらない理由による工事中止又は工事内容の大幅な変更が発生

し、工期が延長された場合 

　　②　その他 

　なお、いずれの場合であっても、交代後に交代前の配置技術者と同等以上の技術能 

力（技術審査の審査で評価した者と同等以上）を有する者が配置されていなければ

ならない。 

３　受注者は、前項ただし書きに基づき配置技術者を交代しようとする場合は、やむ

を得ない事情を証明する資料を発注者に提出し、承諾を得るものとする。 

４　必要に応じて、交代後の配置技術者が、交代前の配置技術者と同等以上※の技術

能力を有することを証明する資料を発注者に提出し、承諾を得るものとする。 

※同等以上とは、「配置予定技術者の技術能力」の合計点以上、候補者を複数

挙げている場合は合計点が最も低い者の点数以上 

５　入札参加の際は、上記内容を十分考慮したうえで、配置予定技術者を選任するも

のとする。 
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 　（履行内容の確認） 

第５条　受注者は、技術資料に基づき様式２「履行確認シート」を作成し、施工計画

書に添付しなければならない。 

２　受注者は、技術資料の内容を履行したときは、履行が確認できる資料を添付の

上、速やかに、その旨を発注者に通知しなければならない。 

３　発注者は、前項の規定による通知を受けたときは、通知を受けた日から起算して

7 日以内（閉庁日を除く）に受注者の立会いの上、技術資料の内容の履行を確認

し、その結果を受注者に通知しなければならない。 

　なお、履行の確認にあたり必要があると認められるときは、発注者はその理由を

受注者に通知して、工事目的物を最小限度破壊して確認することができる。 

4　履行の確認又は復旧に要する費用は、受注者の負担とする。 

　（技術資料の内容の不履行） 

第６条　発注者は、様式３「技術資料の履行について」の通知を受理した際に技術資

料の内容を受注者の責めにより満たすことができないと判断した場合は、その該当

する評価項目を不履行とみなす。 

　受注者は、不履行の場合、違約金として、不履行となった評価項目の配点に応じ

た金額（配点 1.0点を請負代金額の 1％に相当させた金額。ただし、5％を上限とす

る。）を支払わなければならない。この場合発注者は、工事成績評定の減点（-5

点、2項目以上は-10 点）を行う。 

　なお、受注者は、このことにより、吉川市建設工事等の契約に係る指名停止等の

措置要綱に基づき指名停止措置を受けることがある。 

２　発注者は、技術資料の内容の履行に際して、第３条第１項ただし書きに該当する

事項については、前項の定めを適用しない。 

　（技術資料の虚偽記載） 

第７条　発注者は、契約締結後に、技術資料に虚偽の記載があると判明した場合は、

虚偽記載とみなし、その結果を受注者に通知しなければならない。なお、第４条第

３項に係る資料に虚偽の記載があった場合も同様とする。 

　受注者は、虚偽記載の場合、違約金として、請負代金額の５％を支払わなければ

ならない。この場合、発注者は、工事成績評定の減点（-5 点、2 項目以上は-10

点）を行う。 

　なお、受注者は、このことにより、吉川市建設工事等の契約に係る指名停止等の

措置要綱に基づき指名停止措置を受けることがある。 

　（不服の申出） 

第８条　受注者は、発注者から第６条または第７条の措置についての通知を受けたと

きは、通知を受けた日から起算して 7 日以内（閉庁日を除く）に、発注者に不服を

申し出ることができる。 

　ただし、吉川市建設工事等の契約に係る指名停止等の措置要綱に基づく場合を除

く。
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「インターンシップ等の受入れ実績証明」請求書 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様 

（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ等受入れ依頼者名） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日 

 

請　求　者（インターンシップ等受入れ企業） 

　　住　　　所　 

　　商号又は名称　 

　　代表者氏名　                            印 

 

　吉川市総合評価方式の技術資料（「インターンシップ等の受入れ実績」を証明する書

類）として利用するため、当社がインターンシップ等により下記期間において、貴学校の

学生・生徒を受入れたことを証明願います。 

 

記 

 

 

インターンシップ等の受入れ実績証明書 

上記期間について貴社が本校の学生・生徒を受入れたことを証明します。　　　　

（証明者側記入欄） 
　令　和　　年　　月　　日 

 
　学校名　○○○○大学 
　 
　代表者　氏名　　　　　　　　　　　㊞ 
 
 

 

 種　別
 学生・生徒を 

受入れた期間

　　　　年　　月　　日　　から 
　　　　年　　月　　日　　まで

 受入れた実日数 日

吉川市総合評価指定様式

※証明書は、学校と企業との協議のうえ実施されたインターンシップ又は現場見

学会である場合に発行して下さい。（吉川市財政課）


